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○議案第３号 市町村立学校職員の人事について … （非公開の会議）

○議案第４号 県重宝及び県無形民俗文化財の指定について ……… ２

３ その他

○職員の懲戒処分の状況について ……………………………………… ３

４ 閉 会



議案第１号 

 
 

青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針の改定について 
 
 
青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針（平成２８年８月３日策定）

を別紙のとおり改定する。 
 
 

１ 基本方針の改定に係る経緯 

令和２年５月２６日  基本方針検証会議報告書提出 

６月 ３日  基本方針（改定案）公表 

６月 ４日～ パブリック･コメント実施 

６月１１日～  地区懇談会開催 
 
 

２ パブリック・コメント及び地区懇談会の状況 

（１）パブリック・コメント 

実施期間：６月４日～７月３日［３０日間］ 

提出件数：５人延べ９件 

［反映状況］ 

記述済み 実施段階検討 反映困難 合計 

１件 ５件 ３件 ９件 
 
（２）地区懇談会 

実施期間：６月１１日～６月２１日［県内６地区６会場］ 

参加者数：延べ８９人 
 
 

３ 基本方針（改定案）の修正内容等 

参考資料のとおり 
 
 

４ 今後のスケジュール 

令和２年９月～令和３年２月 地区意見交換会開催［各地区３回程度］ 

令和３年度中        第２期実施計画策定 
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議案第４号 

 

県重宝及び県無形民俗文化財の指定について 

 

 青森県文化財保護条例（昭和５０年１２月青森県条例第４６号）第

４条第１項及び第３０条第１項の規定により、次の表に掲げるものを

県重宝及び県無形民俗文化財に指定する。 
 
 
１ 県重宝に指定するもの 

種 別  名  称  員数  所在地  所有者  

県重宝  
紙本著色弘前八幡宮

祭礼図巻  
５巻  弘前市大字下白銀町２番地１  弘前市  

 

２ 県無形民俗文化財に指定するもの 

種別  名称  所在地  保護団体  

県無形民 

俗文化財  
関の念仏舟  西津軽郡深浦町大字関 

関自治会  

関浄念長寿会  
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［その他］ 

職員の懲戒処分の状況について 

令和２年８月（７月１日～７月３１日分） 

 

        青森県教育委員会 

 

事案１ ①被 処 分 者  中南地域弘前市の中学校 校長（５２歳 男性） 

    ②事件の概要等  人身事故（治療期間が１５日未満）、信号無視 

・ 令和元年１２月２８日（土）午前６時３９分頃 

・ 弘前市内の県道 

・ 自動車を運転中、赤信号を見落として交差点に進入したため、右側

から同交差点に進入してきた自動車と衝突し、その弾みで本人の自動

車が歩道に乗り上げ、付近の民家のポールに接触したもの。 

・ 事故の相手方 

（女性２名（運転者及び同乗者） いずれも１５日未満の加療） 

③処 分 内 容  戒告 

④処分年月日  令和２年７月１５日 

 

事案２ （処分後速やかに公表した事案） 

①被 処 分 者  下北地域市部以外の中学校 教諭（３２歳 男性） 

    ②事件の概要等  酒気帯び運転 

     ・ 令和元年１２月２３日（月）の勤務終了後、帰宅してから、同僚の

車に同乗して飲食店へ出かけ、学校の忘年会に出席し、午後６時３０

分から午後９時過ぎまで、ビールを中ジョッキで４～５杯、日本酒を

コップで４～５杯、ワインをグラスで３杯程度飲酒した。その後、二

次会のため歩いて別の飲食店へ行き、午後１１時頃までハイボールを

グラスで５杯程度飲酒した。 

・ 二次会終了後、当該教諭は、帰宅する途中で財布を無くしたことに
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気づき、午後１１時３０分頃に帰宅した後、自家用車を運転して二次

会で訪れた飲食店へ向かい、路上を探したが、財布は見つからなかっ

た。 

・ １２月２４日（火）午前０時頃、帰宅しようとして自家用車を運転

したところ、付近の電柱に接触して車両後部を破損したが、警察には

通報せず、自家用車を運転して帰宅した。 

・ 同日午前１０時頃、自家用車を修理するため自宅を出発したが、走

行中にパトカーに止められ、事故を起こしたことが発覚した。その後、

午前１１時頃から警察の現場確認に立ち会った後、呼気検査を受けた

ところ、呼気１リットル中のアルコール濃度０．１７㎎の数値が出た

ため、警察署で事情聴取を受けた。 

③処 分 内 容  免職 

④処分年月日  令和２年７月１６日 
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参 考 資 料

第８５９回定例会（令和２年８月）

●議案第１号

青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針の改定について P１～P16

●議案第４号

県重宝及び県無形民俗文化財の指定について P17～P22



 

 

 

青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針（改定案）の修正内容 

 

１ 

項目 はじめに 

基 本 方 針

（改定案）

の内容 

このことから、令和２年３月、県内の有識者で構成する「青森県立高等学校教

育改革推進計画基本方針検証会議」を設置し、同年５月に検証結果に関する報告

書を提出いただきました。この報告書を踏まえ、将来、高等学校教育を受けるこ

ととなる子どもたちの教育環境について検討し、このたび、第２期実施計画の策

定・推進に向けた基本的な考え方を示すものとして、基本方針の改定案を公表し

ました。 
 
基本方針の改定に当たっては、県民の皆様に直接御説明した上で御意見を伺う

機会として地区懇談会を開催するとともに、パブリック・コメントを実施するな

ど、より多くの御意見等をいただきながら検討を重ねてまいりますので、御協力

をお願いいたします。 

基 本 方 針

（改定成案）

の内容 

【修正】 

このことから、令和２年３月、県内の有識者で構成する「青森県立高等学校教

育改革推進計画基本方針検証会議」を設置し、同年５月に検証結果に関する報告

書を提出いただきました。この報告書を踏まえ、将来、高等学校教育を受けるこ

ととなる子どもたちの教育環境について検討し、第２期実施計画の策定・推進に

向けた基本的な考え方を示すものとして、令和２年６月３日に基本方針（改定案）

を公表しました。 
 

 その後、６月４日から７月３日までの３０日間パブリック・コメントを実施す

るとともに、県民の皆様に直接御説明した上で御意見を伺う機会として地区懇談

会を開催するなど、多くの御意見をいただきながら検討を重ね、基本方針を改定

しました。 
 
 今後は、基本方針を踏まえ、未来を担う子どもたちが変化の激しい時代にあっ

ても、夢や志の実現に向けて成長することができるよう、より魅力ある高等学校

づくりに取り組むなど、高等学校教育改革を推進してまいりますので、県民の皆

様の御理解と御協力をお願いいたします。 

修正の理由 ※ パブリック・コメント及び地区懇談会が終了したことから、記載内容を修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－１ 
参 考 資 料 

議案第１号関係 
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２ 

項目 第１ 計画策定の趣旨 

１ 背景 図表 （ｐ１） 

基 本 方 針

（改定案） 

の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪中学校卒業（予定）者数と県立全日制高等学校数の推移≫ 

 

 

 

 

 

 

 

基 本 方 針

（改定成案）

の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【修正】 

≪中学校卒業（予定）者数と県立全日制高等学校数の推移≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正の理由 ※ 令和２年５月１日現在の児童・生徒数を基にした推計値へ修正。 

 

※ 令和３年以降の中学校卒業予定者数は令和２年５月１日現在の児童・生徒数を基に推計 

※ 令和２年以降の中学校卒業（予定）者数は令和元年５月１日現在の児童・生徒数を基に推計 

参 考 資 料 

議案第１号関係 
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３ 

項目 第３ 学校規模・配置の方向性 

３ 全日制課程・定時制課程・通信制課程における学校配置の方向性 

（１）計画的な学校配置  

 （イ）地域校への対応 （ｐ１２） 

基 本 方 針

（改定案）

の内容 

（２学級規模の地域校） 

 略 

（１学級規模の地域校） 

 略 

基 本 方 針

（改定成案）

の内容 

（２学級規模の地域校） 

 略 

（１学級規模の地域校） 

 略 

【追加】 

（地域校の活性化に向けた対応） 

○ 地域校の活性化に向けて、教育環境の充実を図るため、学校と地域等が一体

となった検討を促します。 

修正の理由 ※ 地区懇談会における意見を踏まえ、地域校の活性化に向けた対応について明

示するため、記載内容を追加。 

 

参 考 資 料 

議案第１号関係 
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№
大 項 目

小 項 目
提
出
さ
れ
た
意
見

反
映

状
況

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

1

計 画 策 定 の 考 え 方

計 画 策 定 の 考 え 方

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

学
習

の
遅

れ
や

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
へ

の
対

応
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用

の
推

進
な

ど
、

学
校

現
場

で
は

既
に

様
々

な
対

応
に

追
わ

れ
て

い
る

こ
と
か

ら
、

新
た

な
こ

と
に

取
り

組
む

の
で

は
な

く
、

元
か

ら
あ

る
基

礎
基

本
の

徹
底
に

よ
る

確
か

な
学

力
の

保
証

を
大

事
に

し
て

ほ
し

い
た

め
、

基
本
方
針
（
改
定
案
）
に
新
た
な
こ
と
を
盛
り
込
ま
な
い
で
ほ
し
い
。

反 映 困 難

県
立

高
校

教
育

改
革

の
推

進
に

当
た

っ
て

は
、

社
会

の
急

速
な

変
化

等
に

今
後

も
対

応
し

て
い

く
と

と
も

に
、
生
徒
の
夢
や
志
の
実
現
に
向
け
た
高
校
教
育
の
充
実
に
資
す
る
た
め
、
生
徒
や
保
護
者
等

を
対

象
と

し
た

「
高
等
学
校
教
育
に
関
す
る
意
識
調
査
」
や
関
係
者
へ
の
意
見
照
会
等
を
実
施
す
る
な
ど
、
広

く
県

民
の

皆
様

の
御
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
成
果
や
有
効
性
に
つ
い
て
継
続
的
に
検
証
し
、
こ
の
検
証
に
基
づ

き
必

要
に

応
じ

て
基
本
方
針
を
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
令
和
元
年
度
に
有
識
者
で
組
織
す
る
「
青
森
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
計

画
基

本
方

針
検

証
会
議
」
を
設
置
し
、
基
本
方
針
の
改
定
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
、

全
国

か
ら

の
生
徒
募
集
の
導
入
の
検
討
な
ど
基
本
方
針
の
見
直
し
に
つ
い
て
提
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
提
言
等
を
踏
ま
え
、
今
般
、
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
基
本
方
針
を
改
定
す
る
こ
と
と

し
た

と
こ

ろ
で

す
。

2

各 高 等 学 校 の 特 色 を 生 か し た 人 財 の 育 成

地 域 の 人 財 育 成

高
校

に
通

学
不

可
能

な
地

域
で

将
来

生
活

し
た

い
と

思
う

だ
ろ

う
か

。
人

口
の

減
少

は
、

地
域

の
産
業

で
あ

る
農

業
や

水
産

業
の

衰
退

に
な

り
か

ね
な

い
。

県
経

済
に

お
け

る
農

林
水
産

業
の

生
産

高
は

小
さ

い
が

、
輸

送
、

車
両

整
備

、
燃

料
、

景
観

保
持

、
観

光
資
源

な
ど

に
大

き
く

影
響

し
、

県
経

済
の

発
展

の
た

め
に

は
地

域
経
済
を
維
持
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
教
育
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ

に
加

え
、

高
校

生
は

学
力

を
身

に
付

け
る

こ
と

も
大

切
で

あ
る

が
、

人
と

の
関
わ
り
の
中
で
身
に
付
け
る
べ
き
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

実 施 段 階 検 討

今
後
も
生
徒
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
志
に
応
じ
、
高
校
を
選
択

で
き

る
よ

う
、

充
実
し
た
教
育
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
生
徒
の
通
学
環
境
や
地
域
に
お
け
る
高
校
の
役
割
等
、
各
地
域
の
実
情
に
配
慮
す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

　
こ
の
二
つ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
県
全
体
の
高
校
教
育
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
多
様
な
価
値
観
を
有
す
る
他
者
と
協
働
し
て
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
等
を
通

し
て

、
生

徒
一

人
一
人
に
生
き
る
力
、
夢
や
志
を
持
ち
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
逞
し

い
心

、
郷

土
に

誇
り
を
抱
き
、
青
森
県
の
未
来
を
力
強
く
支
え
よ
う
と
す
る
心
を
育
む
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域

を
支

え
る

人
財
の
育
成
、
ひ
い
て
は
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
高
校
生
の
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
む
た
め
、
生
徒
が
自
ら
の
住
む
地
域
に
つ
い
て
学

習
す

る
「

高
校

か
ら
取
り
組
む
人
口
減
少
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
令
和
２
年
度
か
ら
実
施
す
る
な
ど
、

取
組

を
進

め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

3

　
重
点
校
の
名
称
の
変
更
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

反 映 困 難

基
本
方
針
の
改
定
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
「
青
森
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進

計
画

基
本

方
針

検
証
会
議
」
か
ら
は
、
第
２
期
実
施
計
画
策
定
に
向
け
検
討
を
期
待
す
る
取
組
と
し
て
、
重
点

校
及

び
拠

点
校

に
お
け
る
連
携
に
つ
い
て
積
極
的
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
高
校
と
の
円
滑
な
連
携
に

向
け

た
体

制
づ

く
り
を
進
め
る
よ
う
提
言
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
提
言
を
踏
ま
え
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
引
き
続
き
重
点
校
及
び
拠
点
校
の
連
携
に
つ

い
て

更
な

る
周

知
等

に
努

め
る

こ
と

と
し

、
「

重
点

校
」

の
名

称
に

つ
い

て
は

今
後

も
使

用
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す
。

4

生
徒

数
が

減
少

し
て

い
く

こ
と

を
考

慮
し

、
学

校
規

模
の

標
準

の
う

ち
、

重
点

校
の
６
学
級
と
拠
点
校
の
４
学
級
を
弾
力
的
に
取
り
扱
え
ば
良
い
と
思
う
。

実 施 段 階 検 討

基
本
方
針
の
「
第
３

学
校
規
模
・
配
置
の
方
向
性
」
の
「
２

全
日
制
課
程
に
お
け
る
学

校
規

模
の

方
向

性
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
重
点
校
は
、
選
抜
性
の
高
い
大
学
へ
の
進
学
に
対
応
し
た
取
組
と
と

も
に

グ
ロ

ー
バ

ル
教
育
や
理
数
教
育
等
の
特
定
の
分
野
の
学
習
に
お
け
る
先
進
的
な
取
組
等
、
今
後
求
め
ら
れ

る
人

財
の

育
成

に
向
け
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
中
核
的
役
割
を
担
う
こ
と
か
ら
、
１
学
年
当
た
り
６
学
級
以

上
の

規
模

を
標

準
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
拠
点
校
は
、
特
定
の
学
科
に
お
け
る
専
門
科
目
を
幅
広
く
学
ぶ
た
め
、
基
幹
と
な
る

学
習

分
野

の
基

礎
・
基
本
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
専
門
的
な
学
習
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
つ
の

専
門

学
科

で
１

学
年
当
た
り
４
学
級
以
上
の
規
模
を
標
準
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
学
校
規
模
に
つ
い
て
は
標
準
で
あ
り
、
第
１
期
実
施
計
画
に
お
い
て
、
重
点
校

と
し

て
配

置
し

た
五
所
川
原
高
校
及
び
田
名
部
高
校
は
５
学
級
規
模
と
す
る
な
ど
、
各
地
域
等
の
実
情
に
応
じ

て
弾

力
的

に
取

り
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

青
森

県
立

高
等

学
校

教
育

改
革

推
進

計
画

基
本

方
針

（
改

定
案

）
に

関
す

る
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
に

お
け

る
意

見

各 高 等 学 校 に お け る 教 育 環 境 の 充 実

重 点 校 ・ 拠 点 校

資
料
１

－4－
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№
大 項 目

小 項 目
提
出
さ
れ
た
意
見

反
映

状
況

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

5

各 高 等 学 校 に お け る 教 育 環 境 の 充 実

重 点 校 ・ 拠 点 校

重
点

校
・

拠
点

校
と

連
携

校
が

連
携

を
強

め
る

た
め

に
は

、
生

徒
が

移
動

で
き

る
交
通
費
（
バ
ス
代
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た

、
重

点
校

が
選

抜
性

の
高

い
大

学
へ

の
進

学
を

目
指

す
の

で
あ

れ
ば

、
自

由
に

使
え

る
予

算
を
措

置
し

、
情

報
公

開
な

ど
無

駄
な

労
力

を
使

わ
な

い
ほ

う
が

良
い
。

拠
点

校
は

、
日

本
で

誇
れ

る
よ

う
な

（
社

会
人

も
学

び
た

い
よ

う
な

、
社

会
人

に
も

講
習

で
き

る
よ
う

な
）

専
門

学
科

の
教

育
内

容
や

設
備

の
充

実
が

で
き

れ
ば

良
い
。

記 述 済 み

基
本

方
針

の
「

第
４

魅
力

あ
る

高
等

学
校

づ
く

り
」

の
「

１
学

校
・

家
庭

・
地

域
等

と
の

連
携

の
推

進
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
高
校
間
の
連
携
に
当
た
っ
て
は
、
生
徒
・
教
員
が
高
校
間
を
移
動
す

る
際

の
交

通
手

段
や
安
全
性
の
確
保
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
「
ド
リ
カ
ム
人
づ
く
り
推
進
事
業
」
に
お
い
て
、
学
校
間
連

携
等

に
よ

り
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
高
校
が
、
学
校
裁
量
に
よ
り
各
取
組
を
推
進
で
き
る
よ
う
予
算

を
配

分
し

て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

拠
点
校
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
「
第
２

学
校
・
学
科
の
充
実
」
の
「
１

全
日
制
課
程

の
方

向
性

」
で

示
し
た
よ
う
に
、
各
地
区
の
産
業
構
造
や
今
後
の
産
業
振
興
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、
各
学
科
に

お
け

る
専

門
科

目
を
幅
広
く
学
び
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
専
門
的
な
学

習
を

深
め

、
農

業
科
、
工
業
科
及
び
商
業
科
の
学
習
の
拠
点
と
な
る
高
校
と
し
て
お
り
、
今
後
も
様
々
な
学
び

を
学

習
で

き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

6

計 画 的 な 学 校 配 置

学 校 配 置 の 考 え 方

地
域

校
に

つ
い

て
、

公
共

交
通

機
関

の
状

況
を

考
慮

す
る

と
あ

る
が

、
朝

６
時

の
乗

車
は

、
現

在
利
用

し
て

い
る

生
徒

が
存

在
し

た
と

し
て

も
現

実
的

で
な

い
。

バ
ス

停
や

駅
ま

で
の
移

動
時

間
や

準
備

の
時

間
、

ま
た

放
課

後
の

部
活

動
、

最
終

の
電

車
や

バ
ス

の
時
刻

な
ど

を
考

え
る

と
、

自
分

の
子

ど
も

に
こ

の
条

件
で

通
学

さ
せ
る
気
持
ち
に
は
な
ら
な
い
。

入
学

者
数

が
２

年
連

続
し

て
２

分
の

１
未

満
と

な
っ

た
場

合
は

募
集

停
止

と
い

う
考

え
で

は
、

郡
部
の

学
校

を
ど

ん
ど

ん
廃

校
に

す
る

と
言

っ
て

い
る

も
同

じ
で

あ
る

。
私

立
高

校
が
定

員
以

上
の

合
格

者
数

を
出

す
（

入
学

さ
せ

る
）

こ
と

を
想

定
し
て
、
募
集
人
員
を
考
え
な
い
と
郡
部
は
定
員
割
れ
と
な
る
。

あ
る

県
の

学
校

配
置

（
統

廃
合

）
に

関
す

る
考

え
方

を
以

下
の

よ
う

に
紹

介
す

る
。

　
①
県
境
の
一
番
奥
地
か
ら
１
時
間
以
内
で
通
学
で
き
る
学
校
を
幾
つ
か
配
置
す

　
　
る
。

　
②
中
心
部
に
大
規
模
な
学
校
を
幾
つ
か
配
置
す
る
。

　
③
生
徒
数
が
減
少
し
た
場
合
、
①
は
存
続
さ
せ
、
減
少
分
は
中
心
部
の
学
校
の

　
　
定
員
を
減
ら
す
。

な
お

、
中

心
部

か
ら

郡
部

へ
通

学
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

生
徒

も
出

て
く

る
が

、
通

学
困

難
は

無
く

な
る

。
青

森
県

に
お

い
て

、
①

に
値

す
る

学
校

は
、

鰺
ヶ

沢
、
中
里
、
五
戸
、
三
戸
、
野
辺
地
な
ど
が
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。

反 映 困 難

計
画
的
な
学
校
規
模
・
配
置
に
当
た
っ
て
は
、
「
高
等
学
校
教
育
を
受
け
る
機
会
の
確
保
」

と
「

充
実

し
た

教
育
環
境
の
整
備
」
の
二
つ
の
観
点
に
意
を
用
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
学
校
規
模
の
標
準
を
踏
ま
え
、
中
学
校
卒
業
予
定
者
数
の
推
移
、
産
業
動

向
、

中
学

生
の

ニ
ー
ズ
等
に
対
応
し
な
が
ら
統
合
等
を
含
む
計
画
的
な
学
校
配
置
を
進
め
る
一
方
で
、
学
校
規

模
の

標
準

を
満

た
さ
な
い
高
校
で
あ
っ
て
も
、
募
集
停
止
等
に
よ
り
地
理
的
な
要
因
か
ら
高
校
に
通
学
す
る
こ

と
が

困
難

な
地

域
が
新
た
に
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
、
地
域
校
と
し
て
配
置
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
基
本
方
針
に
お
い
て
、
地
域
校
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通
機
関
の
状
況
や
募
集
停
止

等
を

協
議

す
る

基
準
等
を
設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
「
高
等
学
校
教
育
に
関
す
る
意
識
調
査
」
の
結
果

や
他

県
の

基
準

等
を
考
慮
し
設
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

7
全

国
か

ら
の

生
徒

募
集

に
つ

い
て

は
、

全
て

の
県

立
高

校
で

導
入

し
て

ほ
し

い
。

そ
れ

ぞ
れ

の
学
校

が
魅

力
あ

る
取

組
を

行
う

こ
と

で
、

各
校

の
魅

力
化

が
図

ら
れ
る
と
思
う
。

8

全
国

か
ら

の
生

徒
募

集
は

、
地

域
の

人
的

・
物

的
支

援
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
高

校
で

導
入

し
、
地

域
の

人
々

と
一

緒
に

高
校

の
特

色
を

出
せ

る
よ

う
検

討
し

て
い
く
べ
き
。

ま
た

、
県

外
へ

の
積

極
的

な
周

知
及

び
下

宿
・

寮
の

設
置

は
必

須
で

あ
る

と
思

う
。

9

全
国

か
ら

の
生

徒
募

集
に

つ
い

て
は

、
定

員
割

れ
し

て
い

る
学

校
に

導
入

す
れ

ば
良

い
と

思
う

。
そ
の

こ
と

に
よ

り
生

徒
数

の
確

保
に

つ
な

が
り

、
充

実
し

た
教

育
活
動
が
期
待
で
き
る
。

実 施 段 階 検 討

全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
に
つ
い
て
は
、
地
区
懇
談
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
等
の
意
見

を
踏

ま
え

、
第

２
期

実
施

計
画

の
開

始
年

度
で

あ
る

令
和

５
年

度
以

降
の

導
入

を
目

指
し

検
討

を
進

め
た

い
と

考
え

て
い

ま
す
。 検
討
に
当
た
っ
て
は
、
県
内
の
生
徒
の
入
試
環
境
に
影
響
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら

、
導

入
方

法
や

対
象
校
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
地
区
意
見
交
換
会
な
ど
を
活
用
し
、
県
民
の
皆
様
の
御
意

見
を

伺
い

な
が

ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全 国 か ら の 生 徒 募 集

魅 力 あ る 高 等 学 校 づ く り
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N
o
.

大 項 目

小 項 目
提
出
さ
れ
た
意
見

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

1
　
県
教
育
委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
す
る
。

2
　
生
徒
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
慎
重
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

3

単
純
に
高

校
の

統
合

を
目

標
と

す
る

の
で

は
な

く
、

子
ど

も
た

ち
を

中
心

に
据
え
て
周

囲
の

大
人

が
支

え
て

い
く

と
い

う
考

え
方

を
基

本
に

検
討

を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

4

新
型
コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
に

よ
り

生
活

様
式

の
変

化
等

が
叫

ば
れ
て
い
る

中
、

県
立

高
校

教
育

改
革

に
も

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ
る
経
験
が
反
映
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

5

県
で
は
将

来
の

人
口

を
７

２
万

人
で

安
定

さ
せ

る
た

め
の

施
策

に
取

り
組

ん
で
お
り
、

高
校

再
編

の
ゴ

ー
ル

も
そ

れ
に

合
わ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

短
期

計
画
の
ほ
か

、
長

期
的

な
視

点
に

立
っ

て
７

２
万

人
時

代
の

高
校

配
置

が
ど

の
よ
う
な
姿

に
な

る
の

か
を

示
し

た
方

が
県

民
の

理
解

が
深

ま
る

の
で

は
な

い
か
。

基
本

方
針

で
は

、
学

校
・

学
科

の
在

り
方

や
学

校
規

模
・

配
置

等
、

平
成

３
０
年

度
以

降
の

県
立

高
校

教
育

改
革

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
を

示
し

て
お

り
、

計
画

期
間

は
、

平
成

３
０

年
度

か
ら

お
お

む
ね

１
０

年
間

と
し

て
い

ま
す
。

「
ま

ち
・

ひ
と

・
し

ご
と

創
生

青
森

県
長

期
人

口
ビ

ジ
ョ

ン
（

２
０

２
０

年
改
定

版
）

」
で

は
、

本
県

の
人

口
が

２
０

８
０

年
以

降
約

７
２

万
人

程
度

で
安

定
す

る
展

望
を

示
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

が
、

６
０

年
後

の
学

校
配

置
を

示
す
こ
と
は
、
不
確
定
要
素
が
多
く
困
難
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
５

年
後

及
び

１
０

年
後

の
生

徒
数

等
の

見
込

み
を

示
し

な
が
ら

御
意

見
を

い
た

だ
い

て
い

る
と

こ
ろ
で
す
。

6

人 財 の 育 成 全 体

生
徒
数
の

多
寡

の
観

点
の

み
で

は
な

く
、

人
材

育
成

の
達

成
に

向
け

た
考

え
方
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

基
本

方
針

の
「

第
１

計
画

策
定

の
趣

旨
」

の
「

２
本

県
の

未
来

を
担

う
人

財
の

育
成
」

に
示

し
た

よ
う

に
、

全
て

の
高

校
に

お
い

て
、

地
域

の
要

請
、

中
学

生
の

ニ
ー

ズ
等

に
応

じ
た

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を

明
確

に
し

な
が

ら
、

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
、
本
県
の
未
来
を
担
う
人
財
の
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

7

オ
ー
ル
青

森
の

視
点

を
重

視
す

る
と

地
域

の
要

望
が

か
き

消
さ

れ
て

し
ま

う
の
で
は
な
い
か
懸
念
し
て
い
る
。
地
域
の
要
望
を
反
映
し
て
ほ
し
い
。

8
　
地
域
の
願
い
を
十
分
に
汲
み
取
っ
た
基
本
方
針
と
し
て
ほ
し
い
。

9
　
地
域
の
意
見
を
よ
り
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

1
0

　
各
地
域
の
実
情
へ
の
配
慮
を
重
視
し
て
ほ
し
い
。

1
1

新
し
い
生

活
に

適
し

た
学

校
に

な
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

地
域

の
子

ど
も

た
ち
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

1
2

若
年
人
口

が
減

り
学

校
を

減
ら

し
た

場
合

、
こ

の
先

学
校

が
な

く
な

っ
て

し
ま

う
地

域
が

増
え

、
地

域
力

が
低

下
し

、
県

全
体

の
力

の
低

下
に

繋
が

る
。

青
森

県
立

高
等

学
校

教
育

改
革

推
進

計
画

基
本

方
針

（
改

定
案

）
に

関
す

る
地

区
懇

談
会

に
お

け
る

意
見

計 画 全 体

計 画 全 体

今
後

も
生

徒
数

の
減

少
が

見
込

ま
れ

る
中

、
生

徒
が

そ
れ

ぞ
れ

の
志

に
応

じ
、
高

校
を

選
択

で
き

る
よ

う
、

充
実

し
た
教
育
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
生
徒
の
通
学
環
境
や
地
域
に
お
け
る
高
校
の
役
割
等
、
各
地
域
の
実
情
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
二
つ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
県
全
体
の
高
校
教
育
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お

、
多

様
な

価
値

観
を

有
す

る
他

者
と

協
働

し
て

課
題

の
解

決
に

取
り

組
む
こ

と
等

を
通

し
て

、
生

徒
一

人
一

人
に

生
き

る
力

、
夢

や
志

を
持

ち
高

い
目

標
に

向
か

っ
て

果
敢

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

逞
し

い
心

、
郷

土
に

誇
り

を
抱

き
、

青
森

県
の

未
来

を
力

強
く

支
え

よ
う

と
す

る
心

を
育

む
こ

と
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

を
支

え
る

人
財

の
育

成
、

ひ
い
て
は
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

ま
た

、
高

校
生

の
郷

土
を

愛
す

る
心

を
育

む
た

め
、

生
徒

が
自

ら
の

住
む

地
域
に

つ
い

て
学

習
す

る
「

高
校

か
ら

取
り

組
む

人
口

減
少

対
策

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

」
を

令
和

２
年

度
か

ら
実

施
す

る
な

ど
、

取
組

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で
す
。

地 域 の 人 財 育 成

各 高 等 学 校 の 特 色 を 生 か し た 人 財 の 育 成

青
森

県
立

高
等

学
校

教
育

改
革

推
進

計
画

は
、

社
会

の
急

速
な

変
化

や
本

県
に
お

け
る

生
徒

数
の

更
な

る
減

少
が

見
込

ま
れ

る
中

、
生

徒
一

人
一

人
に

生
き

る
力

を
は

じ
め

と
す

る
こ

れ
か

ら
の

時
代

に
求

め
ら

れ
る

力
を

育
み

、
本

県
の
未
来
を
担
う
人
財
を
育
成
す
る
高
校
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
策
定
す
る
も
の
で
す
。

こ
の

考
え

方
を

踏
ま

え
、

県
民

の
皆

様
か

ら
御

意
見

を
い

た
だ

き
な

が
ら

、
実
施

計
画

の
策

定
等

に
取

り
組

む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

資
料
２
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N
o
.

大 項 目

小 項 目
提
出
さ
れ
た
意
見

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

1
3

中
学
校
卒

業
予

定
者

数
が

減
少

し
て

い
る

現
状

を
考

慮
す

る
と

、
子

ど
も

た
ち
の
適
正
な
教
育
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

1
4

今
後
も
将

来
の

本
県

高
校

生
の

教
育

環
境

の
充

実
に

向
け

取
り

組
ん

で
い

た
だ
き
た
い
。

1
5

重
点
校
・

拠
点

校
と

い
う

考
え

方
は

学
校

の
ラ

ン
ク

付
け

の
よ

う
に

感
じ

る
人
も
い
る

の
で

は
な

い
か

。
こ

れ
ま

で
も

農
業

高
校

同
士

の
合

同
研

究
な

ど
連
携
し
た

取
組

が
行

わ
れ

て
き

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
改

め
て

「
重

点
校
・
拠
点

校
」

と
い

っ
た

名
前

を
付

す
こ

と
で

差
別

の
意

識
を

生
む

こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

1
6

学
級
減
に

よ
り

重
点

校
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
て

い
け

な
い

な
ど

の
理

由
か
ら
重
点

校
の

指
定

が
外

れ
、

地
区

か
ら

重
点

校
が

な
く

な
る

と
い

う
こ

と
を
危
惧
し
て
い
る
。

基
本

方
針

の
「

第
２

学
校

・
学

科
の

充
実

」
の

「
１

全
日

制
課

程
の

方
向

性
」

に
示

し
た

よ
う

に
、

高
校

は
、

中
学

校
卒

業
後

の
ほ

ぼ
全

て
の

者
が

、
社

会
で

生
き

て
い

く
た

め
に

必
要

と
な

る
力

を
共

通
し

て
身

に
付

け
る

と
と

も
に

、
自

立
に

向
け

た
準

備
期

間
を

提
供

す
る

こ
と

の
で

き
る

最
後

の
教

育
機

関
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
「

確
か

な
学

力
」

、
「

逞
し

い
心

」
や

学
校

か
ら

社
会

へ
の

円
滑

な
移

行
に

必
要

な
力

等
を

身
に

付
け

る
こ

と
が

重
要

で
す
。 こ

の
た

め
、

生
徒

数
が

減
少

し
て

い
く

中
に

あ
っ

て
も

、
全

て
の

高
校

に
お

い
て

、
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

に
向

け
た

授
業

改
善

を
通

し
て

、
創

意
工

夫
を

生
か

し
た

特
色

あ
る

教
育

活
動

を
展

開
し

な
が

ら
、

社
会

人
・

職
業

人
と

し
て

自
立

し
て

い
く

た
め

に
必

要
な

能
力

や
態

度
を

養
う

こ
と

が
で

き
る

教
育

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

全 て の 高 校 に 共 通 し て 求 め ら れ る 教 育 環 境

各 高 等 学 校 に お け る 教 育 環 境 の 充 実
重 点 校 ・ 拠 点 校

基
本

方
針

の
「

第
２

学
校

・
学

科
の

充
実

」
の

「
１

全
日

制
課

程
の

方
向

性
」

に
示
し

た
よ

う
に

、
生

徒
数

が
減

少
し

て
い

く
中

に
あ

っ
て

も
、

全
て

の
高

校
に

お
い

て
、

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

の
実

現
に

向
け

た
授

業
改

善
を

通
し

て
、

創
意

工
夫

を
生

か
し

た
特

色
あ

る
教

育
活

動
を

展
開

し
な

が
ら

、
社

会
人

・
職

業
人

と
し

て
自

立
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
能
力
や
態
度
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

。
加

え
て

、
生

徒
数

の
大

幅
な

減
少

が
見

込
ま

れ
る

中
、

全
て

の
高

校
の

学
級

数
を

一
律

に
減

ら
し

た
場

合
、

従
来

の
充

実
し

た
教

育
活

動
を

継
続

す
る

こ
と

が
難

し
く

な
る

こ
と

も
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
一

定
の

規
模

を
持

つ
高

校
を

重
点
校
及
び
拠
点
校
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

重
点

校
・

拠
点

校
は

、
中

核
と

な
っ

て
特

色
あ

る
教

育
活

動
等

に
取

り
組

む
と
と

も
に

、
そ

の
教

育
活

動
へ

の
各

高
校

の
生

徒
の

参
加

や
、

指
導

法
や

学
習

成
果

の
共

有
等

に
よ

り
各

高
校

が
連

携
し

、
本

県
高

校
教

育
の

質
の

確
保
・
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

第
２

期
実

施
計

画
に

お
け

る
重

点
校

及
び

拠
点

校
の

配
置

に
つ

い
て

は
、

今
後
各

地
区

で
開

催
す

る
地

区
意

見
交

換
会
に
お
い
て
御
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
県
教
育
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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N
o
.

大 項 目

小 項 目
提
出
さ
れ
た
意
見

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

1
7

職 業 教 育 を 主 と す る 専 門 学 科

県
の
将
来

構
想

を
見

据
え

な
が

ら
、

専
門

高
校

に
お

け
る

特
色

あ
る

教
育

科
目
等
の
設
定
や
学
校
規
模
等
の
再
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

基
本

方
針

の
「

第
２

学
校

・
学

科
の

充
実

」
の

「
１

全
日

制
課

程
の

方
向

性
」

に
示
し

た
よ

う
に

、
職

業
教

育
を

主
と

す
る

専
門

学
科

に
お

い
て

は
、

職
業

人
と

し
て

求
め

ら
れ

る
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
・

技
能

に
加

え
、

職
業
の
多
様
化
に
対
応
で
き
る
資
質
・
能
力
、
高
校
卒
業
後
も
学
び
続
け
る
態
度
を
育
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す

。
ま

た
、

高
校

段
階

で
身

に
付

け
る

べ
き

学
力

の
確

実
な

習
得

や
専

門
的

な
資

格
取

得
を

目
指

し
た

教
育

活
動

等
、

大
学

と
の

接
続

を
視

野
に

入
れ

た
取

組
を

進
め

る
と

と
も

に
、

地
域

、
企

業
、

他
の

学
校

と
の

連
携

等
を

推
進

す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お

、
社

会
の

要
請

等
に

よ
り

専
門

化
・

細
分

化
し

て
き

た
学

科
に

つ
い

て
は
、

引
き

続
き

地
域

の
産

業
構

造
に

留
意
し
つ
つ
、
各
専
門
分
野
の
基
礎
・
基
本
を
重
視
し
た
学
科
へ
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

1
8

福 祉 科

私
立
高
校

と
の

棲
み

分
け

は
必

要
に

な
る

と
思

う
が

、
高

齢
化

だ
け

で
な

く
少
子
化
も

見
据

え
て

、
保

育
、

医
療

、
看

護
等

の
人

材
育

成
に

取
り

組
む

た
め
福
祉
科
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

基
本

方
針

で
は

、
県

立
高

校
で

設
置

し
て

い
な

い
情

報
及

び
福

祉
に

関
す

る
学
科

に
つ

い
て

は
、

生
徒

数
が

減
少

す
る

中
に

あ
っ

て
、

中
学

生
の

ニ
ー

ズ
、

就
業

状
況

等
を

踏
ま

え
、

専
門

学
科

と
し

て
の

設
置

の
必

要
性

を
検

討
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お

、
令

和
元

年
度

に
実

施
し

た
「

高
等

学
校

教
育

に
関

す
る

意
識

調
査

」
で
は

、
「

中
学

生
の

進
学

し
た

い
学

科
」
に
お
け
る
福
祉
科
の
割
合
は
０
．
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1
9

ス
ケ

ー
ル

メ
リ

ッ
ト

を
追

求
す

る
の

で
は

な
く

、
少

人
数

で
手

厚
い

教
育
・
内
容
の
充
実
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
全
体
像
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。

2
0

生
徒
数
の

減
少

に
よ

り
す

ぐ
に

募
集

停
止

す
る

の
で

は
な

く
、

小
規

模
校

が
普
通
に
存
在
す
る
と
い
っ
た
視
点
で
教
育
改
革
を
進
め
て
ほ
し
い
。

2
1

小
規
模
校

を
閉

校
で

は
な

く
、

存
続

す
る

こ
と

を
前

提
に

教
育

改
革

を
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

2
2

生
徒

の
学

び
の

た
め

に
は

あ
る

程
度

の
学

校
規

模
が

必
要

だ
と

は
思

う
が
、
学
校
ご

と
に

役
割

が
あ

る
と

思
う

。
小

規
模

校
は

多
様

な
生

徒
の

育
成

に
役
立
つ
と
思
う
。

2
3

生
徒
数
の

減
少

が
著

し
い

地
区

に
お

い
て

は
、

県
立

高
校

が
現

在
の

規
模

を
維
持
し
て

い
く

の
は

難
し

い
の

で
は

な
い

か
。

県
教

育
委

員
会

や
高

校
に

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

小
規

模
校

に
お

い
て

は
、

生
徒

に
対

し
き

め
細

か
な

指
導

が
し

や
す

い
等

の
メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
こ

と
は

認
識

し
て

い
ま

す
。

一
方

、
一

定
の

学
校

規
模

を
有

す
る

高
校

に
お

い
て

は
、

生
徒

の
幅

広
い

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
科

目
の

開
設

や
部

活
動

の
設

置
が

可
能

と
な

り
、

生
徒

の
多

様
な

進
路

志
望

の
実

現
や

活
力

あ
る

教
育

活
動

に
つ

な
が

る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和

２
年

度
の

開
設

科
目

の
状

況
と

し
て

、
１

学
級

規
模

の
高

校
で

は
、

地
理
歴

史
・

公
民

科
を

平
均

５
．

０
科

目
、

理
科

を
平

均
５

．
０

科
目

開
設

し
て

い
る

の
に

対
し

、
４

～
５

学
級

規
模

の
高

校
で

は
、

地
理

歴
史

・
公

民
科

を
平

均
７

．
５

科
目

、
理

科
を

平
均

８
．

５
科

目
開

設
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

部
活

動
に

関
し

て
、

１
学

級
規

模
の

高
校

で
は

、
運

動
部

を
平

均
５

．
５

部
、

文
化

部
を

平
均

４
．

０
部

設
置

し
て

い
ま

す
が

、
４

～
５

学
級

規
模

の
高

校
で
は
、
運
動
部
を
平
均
１
３
．
５
部
、
文
化
部
を
平
均
１
０
．
０
部
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の

よ
う

に
、

生
徒

数
が

減
少

し
て

い
く

中
に

あ
っ

て
も

、
各

高
校

に
お

い
て
生

徒
一

人
一

人
が

こ
れ

か
ら

の
時

代
に

求
め

ら
れ

る
力

を
身

に
付

け
る

た
め

、
特

色
あ

る
教

育
活

動
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

一
定

の
学

校
規

模
を

維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
県
高
校
教
育
全
体
の
質
の
確
保
・
向
上
を
図
り
ま
す
。

学 校 規 模 の 標 準

学 校 規 模 の 標 準

各 学 科 の 充 実
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N
o
.

大 項 目

小 項 目
提
出
さ
れ
た
意
見

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

2
4

自
身
の
希

望
に

よ
り

地
区

外
や

県
外

の
高

校
に

進
学

す
る

生
徒

も
い

る
と

は
思
う
が
、

地
区

内
の

中
学

校
卒

業
者

数
と

県
立

高
校

の
募

集
人

員
を

比
較

し
、
地
区
内

の
中

学
生

を
地

区
内

の
高

校
で

受
け

入
れ

ら
れ

る
よ

う
に

し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

2
5

入
学
者
数

の
減

少
に

よ
り

、
高

校
の

統
合

の
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

子
ど

も
た

ち
が

高
校

を
選

択
で

き
ず

に
他

地
区

に
流

出
す

る
こ

と
が

問
題

で
あ

る
。

2
6

多
様
化
し

た
生

徒
に

対
応

す
る

た
め

に
は

、
多

様
化

し
た

高
校

が
あ

っ
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

2
7

地
域
の
思

い
も

あ
る

か
と

思
う

が
、

何
度

も
統

合
を

行
う

こ
と

に
な

ら
な

い
よ
う
、
安

定
し

た
教

育
環

境
に

す
る

た
め

思
い

切
っ

た
統

合
や

学
校

配
置

が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
う
。

2
8

予
算
も
人

（
教

員
、

生
徒

）
も

限
ら

れ
た

条
件

の
中

で
よ

り
良

い
教

育
環

境
を
作
っ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

か
ら

、
基

本
方

針
に

従
い

必
要

に
応
じ
て
統
廃
合
を
進
め
ら
れ
れ
ば
良
い
。

2
9

今
年
度
か

ら
私

立
高

校
の

授
業

料
が

実
質

無
償

化
と

な
り

、
高

校
を

選
ぶ

際
の

垣
根

が
な

く
な

っ
て

き
て

い
る

よ
う

に
感

じ
る

。
学

費
の

壁
が

な
く

な
っ
た
今
、

私
立

高
校

も
進

路
の

選
択

肢
に

な
る

と
思

わ
れ

る
が

、
私

立
高

校
が
な
い
地

域
で

あ
っ

て
も

教
育

を
受

け
る

機
会

を
確

保
で

き
る

よ
う

に
す

る
と
い
う
の

が
県

立
高

校
の

役
割

で
あ

り
、

私
立

高
校

も
踏

ま
え

た
上

で
計

画
を
策
定
す
る
と
い
う
観
点
も
必
要
で
あ
る
。

3
0

　
私
立
高
校
と
の
教
育
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

学 校 配 置 の 考 え 方

　
基
本
方
針
の
「
第
３
　
学
校
規
模
・
配
置
の
方
向
性
」
の
「
１
　
全
日
制
課
程
に
お
け
る
計
画
的
な
学
校
規

模
・

配
置
に
当
た
っ
て
の
観
点
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
計
画
的
な
学
校
配
置
に
当
た
っ
て
は
、
６
地
区
ご
と
に
、
大

学
等

へ
の
進
学
や
就
職
等
よ
り
幅
広
い
進
路
選
択
に
対
応
す
る
高
校
、
選
抜
性
の
高
い
大
学
へ
の
進
学
に
対
応
す
る

高
校
、
実
践
的
な
職
業
教
育
に
対
応
す
る
高
校
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
う
高
校
を
配
置
し
、
中
学
生
の
進
路

志
望

に
応
じ
た
高
校
の
選
択
肢
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
の
学
科
構
成
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
中
学
生
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
社
会
の
要

請
や

地
域
の
産
業
構
造
の
特
性
、
学
科
設
置
の
経
緯
等
を
十
分
考
慮
し
、
中
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
志
に
応
じ
て
学
科

等
を

選
択
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
配
置
の
考
え
方
と
し
て
、
学
校
規
模
の
標
準
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
６
地
区
ご
と
に
、
中
学

校
卒

業
予
定
者
数
の
推
移
、
産
業
動
向
、
中
学
生
の
ニ
ー
ズ
等
に
対
応
し
な
が
ら
統
合
等
を
含
む
計
画
的
な
学
校
配

置
を

進
め
る
こ
と
や
、
生
徒
に
と
っ
て
必
要
な
学
科
の
選
択
肢
を
確
保
す
る
た
め
、
異
な
る
学
科
の
高
校
の
統
合
に

よ
り
、
複
数
の
学
科
を
有
す
る
高
校
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
私
立
高
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
に
取
り
組
み
、
本
県
の

教
育

に
お
い
て
大
変
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
公
立
高
等
学
校
の
適
正
配
置
及
び
教
職
員

定
数

の
標
準
等
に
関
す
る
法
律
」
の
第
４
条
に
お
い
て
、
「
都
道
府
県
は
、
高
等
学
校
の
教
育
の
普
及
及
び
機
会
均

等
を

図
る
た
め
、
そ
の
区
域
内
の
公
立
の
高
等
学
校
の
配
置
及
び
規
模
の
適
正
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場

合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
は
、
そ
の
区
域
内
の
私
立
の
高
等
学
校
並
び
に
公
立
及
び
私
立
の
中
等
教
育
学
校
の

配
置

状
況
を
充
分
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
立

高
校

と
私
立
高
校
の
募
集
人
員
等
に
つ
い
て
は
、
双
方
の
共
通
理
解
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

計 画 的 な 学 校 配 置
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N
o
.

大 項 目

小 項 目
提
出
さ
れ
た
意
見

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

3
1

遠
距

離
の

高
校

へ
通

学
す

る
経

済
的

・
時

間
的

な
負

担
が

大
き

い
と

思
う
。
こ
の
点

を
踏

ま
え

、
少

額
で

も
か

ま
わ

な
い

の
で

、
奨

学
金

の
貸

与
を

要
件
と
し
な

い
幅

広
い

対
象

者
に

対
す

る
補

助
が

あ
れ

ば
、

よ
り

進
路

選
択

の
幅
が
広
が
る
と
考
え
る
。

3
2

　
通
学
環
境
に
配
慮
が
必
要
な
点
を
踏
ま
え
て
改
革
を
進
め
て
ほ
し
い
。

3
3

　
通
学
費
免
除
や
宿
舎
等
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
対
策
を
望
む
。

3
4

基
本
方
針

で
は

、
１

学
年

当
た

り
４

学
級

、
１

学
級

の
定

員
は

４
０

人
を

標
準
と
し
て

示
し

て
い

る
が

、
４

０
人

は
多

い
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
い

る
。
新
型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ

の
対

応
が

必
要

と
な

る
が

、
少

人
数

学
級
で
あ
れ

ば
、

密
の

回
避

に
つ

な
が

る
の

で
は

な
い

か
。

高
校

に
お

い
て

も
少
人
数
学
級
編
制
を
軸
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

3
5

県
と

し
て

、
人

口
減

少
に

お
け

る
学

校
の

在
り

方
は

重
要

な
課

題
と

思
う
。
法
律
の
壁
は
あ
る
が
、
少
人
数
学
級
の
実
現
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

3
6

１
学
級
の

定
員

を
３

０
人

に
す

る
な

ど
、

学
級

の
規

模
を

見
直

す
取

組
を

行
っ
て
ほ
し

い
。

社
会

で
力

を
発

揮
し

て
い

く
た

め
に

は
、

リ
ー

ダ
ー

を
担

う
機

会
の

多
い

少
人

数
学

級
は

有
利

で
あ

る
。

少
子

化
も

進
ん

で
い

る
た

め
、
１
学
級

の
定

員
を

減
ら

し
、

学
校

数
や

学
級

数
の

規
模

を
維

持
す

る
方

向
で
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

3
7

国
へ
の
要

望
や

県
独

自
の

取
組

に
よ

り
、

１
学

級
の

定
員

を
４

０
人

か
ら

２
０
人
へ
減
ら
し
て
ほ
し
い
。

3
8

３
０
人
学

級
の

実
現

に
向

け
、

教
員

を
増

や
せ

る
よ

う
国

に
働

き
か

け
て

も
ら
い
た
い

。
小

規
模

校
の

よ
う

な
生

徒
が

余
裕

を
持

っ
て

学
べ

る
学

校
も

維
持
で
き
る
と
良
い
と
思
う
。

3
9

　
１
学
級
の
生
徒
数
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

通 学 環 境 へ の 配 慮

高 等 学 校 教 育 を 受 け る 機 会 の 確 保 学 校 規 模 の 標 準

基
本

方
針

の
「

第
３

学
校

規
模

・
配

置
の

方
向

性
」

の
「

１
全

日
制

課
程

に
お

け
る
計

画
的

な
学

校
規

模
・

配
置

に
当

た
っ

て
の

観
点

」
に

示
し

た
よ

う
に

、
計

画
的

な
学

校
規

模
・

配
置

に
当

た
っ

て
は

、
中

学
生

の
進

路
の

選
択

肢
の

確
保

や
通

学
環

境
へ

の
配

慮
な

ど
の

「
高

等
学

校
教

育
を

受
け

る
機

会
の

確
保

」
を

考
慮

す
る

こ
と

と
し

て
い
ま
す
。

県
教

育
委

員
会

で
は

、
通

学
費

等
の

負
担

軽
減

を
図

る
た

め
、

（
公

財
）

青
森
県

育
英

奨
学

会
と

連
携

し
、

高
校

奨
学

金
の

奨
学

生
の

う
ち

、
一

定
の

要
件

を
満

た
す

者
の

通
学

費
及

び
下

宿
費

の
一

部
に

つ
い

て
、

奨
学

金
の

返
還

を
免
除
す
る
制
度
を
今
年
度
か
ら
新
た
に
創
設
し
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た

、
授

業
料

以
外

の
教

育
費

負
担

の
軽

減
策

と
し

て
、

道
府

県
民

税
所

得
割
及

び
市

町
村

民
税

所
得

割
非

課
税

世
帯
等
に
青
森
県
国
公
立
高
校
生
等
奨
学
の
た
め
の
給
付
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

全
日

制
課

程
ま

た
は

定
時

制
課

程
に

お
け

る
１

学
級

の
生

徒
数

は
、

「
公

立
高
等

学
校

の
適

正
配

置
及

び
教

職
員

定
数

の
標

準
等

に
関

す
る

法
律

」
に

お
い

て
、

４
０

人
を

標
準

と
し

、
ま

た
、

教
職

員
の

定
数

は
募

集
人

員
に

よ
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の

た
め

、
１

学
級

当
た

り
の

人
数

を
引

き
下

げ
た

場
合

、
１

学
級

当
た

り
４
０

人
の

高
校

と
比

べ
、

学
級

数
は

同
じ

で
も

教
職

員
定

数
が

少
な

く
な

る
こ

と
か

ら
、

生
徒

の
多

様
な

進
路

志
望

に
対

応
し

た
教

科
・

科
目

の
開

設
が

難
し
く
な
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

１
学

級
の

定
員

に
つ

い
て

は
現

行
の

考
え

方
を

基
本
と

す
る

と
と

も
に

、
教

職
員

配
置

の
充
実
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
国
に
対
し
て
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

な
お

、
こ

れ
ま

で
農

業
高

校
、

工
業

高
校

、
水

産
高

校
及

び
一

部
の

小
規

模
校
に

お
い

て
１

学
級

の
定

員
を

３
５

人
と
す
る
学
級
編
制
の
弾
力
化
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

１ 学 級 の 定 員
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N
o
.

大 項 目

小 項 目
提
出
さ
れ
た
意
見

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

4
0

新
型
コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
か

ら
中

学
校

の
保

護
者

は
経

済
的

に
厳
し
く
、

高
校

進
学

す
ら

危
ぶ

ま
れ

る
状

況
で

あ
る

こ
と

や
、

地
域

校
が

募
集
停
止
と

な
っ

た
場

合
、

早
朝

か
ら

の
電

車
通

学
を

強
い

ら
れ

る
こ

と
を

踏
ま
え
、
地

域
校

の
「

２
年

連
続

２
０

人
未

満
」

の
基

準
を

３
年

も
し

く
は

４
年
に
延
長
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

4
1

地
域
校
の

募
集

停
止

期
間

が
短

す
ぎ

る
。

小
規

模
校

な
ら

で
は

の
取

組
や

特
色
を
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

4
2

地
域
校
は

で
き

る
だ

け
残

し
て

ほ
し

い
。

１
学

級
規

模
の

地
域

校
で

も
、

オ
ン
ラ
イ
ン

授
業

が
で

き
れ

ば
開

設
科

目
が

多
く

な
る

の
で

は
な

い
か

。
今

後
は
ま
す
ま
す
教
室
で
の
授
業
以
外
の
授
業
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

4
3

保
護
者
の

立
場

と
し

て
は

、
地

域
校

の
募

集
停

止
の

時
期

が
明

確
に

な
っ

た
こ
と
は
良
か
っ
た
。

4
4

地
域
校
が

既
に

３
校

募
集

停
止

に
な

っ
て

い
る

こ
と

に
驚

い
て

い
る

。
地

域
校
が
存
続

し
て

い
く

た
め

に
は

、
学

校
と

市
町

村
が

連
携

で
き

る
よ

う
県

と
し
て
サ
ポ

ー
ト

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

そ
の

旨
基

本
方

針
に
盛
り
込
む
べ
き
。

基
本

方
針

で
は

、
学

校
規

模
の

標
準

を
満

た
さ

な
い

高
校

の
う

ち
、

募
集

停
止
等

に
よ

り
高

校
へ

の
通

学
が

困
難

な
地
域
が
新
た
に
生
じ
る
こ
と
と
な
る
高
校
を
地
域
校
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

し
か

し
、

第
１

期
実

施
計

画
で

配
置

し
た

地
域

校
の

う
ち

、
６

校
中

３
校

が
募
集

停
止

、
更

に
１

校
が

募
集

停
止

に
向

け
協

議
中

と
な

っ
て

お
り

、
入

学
者

数
の

確
保

等
に

つ
い

て
の

課
題

が
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
こ

の
た

め
、

地
域

校
の

活
性

化
に

向
け

て
、

教
育

環
境

の
充

実
を

図
る

た
め

、
学

校
と

地
域

等
が

一
体

と
な

っ
た

検
討

を
促

す
こ

と
と
し
、
基
本
方
針
（
改
定
案
）
に
修
正
を
加
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

4
5

第
１

期
実

施
計

画
の

策
定

に
向

け
た

地
区

意
見

交
換

会
の

委
員

に
つ

い
て
、
地
元
の

産
業

界
関

係
者

が
少

な
か

っ
た

よ
う

に
感

じ
る

。
今

後
開

催
す

る
地
区
意
見

交
換

会
で

は
、

こ
の

点
を

考
慮

し
た

委
員

構
成

と
し

て
い

た
だ

き
た
い
。

4
6

地
区
意
見

交
換

会
の

委
員

構
成

と
し

て
、

市
町

村
教

育
委

員
会

教
育

長
な

ど
義
務
教
育

に
関

す
る

委
員

が
多

い
よ

う
に

感
じ

る
。

地
域

の
事

情
に

つ
い

て
は
高
校
の

校
長

が
詳

し
い

と
思

う
の

で
、

地
元

で
生

ま
れ

育
ち

、
地

元
の

高
校
に
勤
務
経
験
の
あ
る
方
を
委
員
に
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。

4
7

　
地
区
意
見
交
換
会
の
委
員
に
は
高
校
関
係
者
も
入
れ
て
ほ
し
い
。

計 画 的 な 学 校 配 置 に 向 け た 取 組

第
１

期
実

施
計

画
策

定
に

向
け

た
地

区
意

見
交

換
会

で
は

、
市

町
村

教
育

委
員
会

、
小

・
中

学
校

長
会

等
の

教
育

関
係

者
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
関

係
者

、
産

業
界

関
係

者
等

を
委

員
と

し
て

委
嘱

す
る

と
と

も
に

、
県

立
学

校
長

を
オ

ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
た
計
画
的
な
学
校
配
置
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

第
２

期
実

施
計

画
策

定
に

向
け

た
地

区
意

見
交

換
会

で
は

、
地

区
懇

談
会

等
の
御

意
見

を
踏

ま
え

、
委

員
構

成
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

地 区 意 見 交 換 会 の 委 員 構 成

学 校 配 置 の 考 え 方

基
本

方
針

の
「

第
３

学
校

規
模

・
配

置
の

方
向

性
」

の
「

１
全

日
制

課
程

に
お

け
る
計

画
的

な
学

校
規

模
・

配
置

に
当

た
っ

て
の

観
点

」
に

示
し

た
よ

う
に

、
中

学
校

卒
業

後
の

ほ
ぼ

全
て

の
者

が
高

校
に

進
学

し
て

い
る

現
状

を
踏

ま
え

、
地

理
的

な
要

因
か

ら
高

校
に

進
学

す
る

こ
と

が
困

難
な

地
域

が
新

た
に

生
じ

る
こ

と
の

な
い

よ
う

配
慮

す
る
た
め
、
地
域
校
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地
域

校
に

つ
い

て
は

、
小

規
模

校
な

ら
で

は
の

特
色

あ
る

教
育

活
動

を
行

う
こ
と

が
期

待
で

き
る

一
方

、
生

徒
数

が
少

な
い

状
況

で
は

、
自

立
し

た
社

会
人

と
し

て
成

長
す

る
た

め
の

様
々

な
体

験
を

重
ね

る
こ

と
が

難
し

い
と

い
う

課
題
も
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
長
期
間
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す

。
こ

の
た

め
、

１
学

級
規

模
の

地
域

校
に

つ
い

て
は

、
募

集
人

員
に

対
す

る
入

学
者

数
の

割
合

が
２

年
間

継
続

し
て

２
分

の
１

未
満

と
な

っ
た

場
合

、
基

準
に

該
当

し
た

翌
年

度
の

募
集

停
止

を
基

本
と

し
、

当
該

高
校

の
所

在
す

る
市

町
村

等
と

協
議

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

そ
の

際
、

通
学

が
困

難
と

な
る

地
域

の
生

徒
の

通
学

に
つ

い
て

も
、

対
応

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地 域 校 へ の 対 応
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N
o
.

大 項 目

小 項 目
提
出
さ
れ
た
意
見

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

4
8

　
各
校
の
魅
力
化
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
い
。

4
9

学
力
向
上

も
大

事
で

あ
る

が
、

一
時

的
に

県
外

に
出

て
も

、
将

来
、

地
元

に
戻
っ
て
来

ら
れ

る
よ

う
な

魅
力

あ
る

青
森

県
、

魅
力

あ
る

高
校

づ
く

り
を

お
願
い
し
た
い
。

5
0

学
級
数
や

教
員

数
の

バ
ラ

ン
ス

が
難

し
い

と
考

え
る

が
、

工
業

と
商

業
、

ま
た
は
水
産
、
農
業
の
連
携
等
も
選
択
肢
の
一
つ
で
は
な
い
か
。

第
１

期
実

施
計

画
に

お
い

て
は

、
農

業
科

・
工

業
科

・
商

業
科

の
拠

点
校

を
計
６

校
配

置
し

、
そ

れ
ぞ

れ
が

中
核

的
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
周
辺
の
高
校
と
連
携
し
た
取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た

、
重

点
校

・
拠

点
校

の
取

組
の

更
な

る
充

実
等

を
目

的
と

し
て

「
重

点
校
・

拠
点

校
連

絡
協

議
会

」
を

開
催

す
る
な
ど
、
各
校
の
取
組
事
例
や
そ
の
課
題
等
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後

は
、

各
校

に
お

い
て

更
に

取
組

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
高

校
間

の
情
報

共
有

を
進

め
、

工
業

科
と

商
業

科
等

、
異

な
る

専
門

学
科

を
有

す
る

高
校

が
連

携
し

た
取

組
の

展
開

等
も

視
野

に
、

よ
り

魅
力

あ
る

高
校

づ
く

り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

5
1

幼
・
保
、

小
、

中
連

携
と

つ
な

が
り

を
念

頭
に

し
た

「
教

育
」

を
進

め
て

い
る
市
町
村
と
県
と
の
協
力
を
更
に
お
願
い
し
た
い
。

5
2

今
後
は
、

幼
小

中
高

が
連

携
し

、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

点
で

し
っ

か
り

と
子

ど
も
を
育
て
て
い
く
体
制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

5
3

生
徒
数
の

減
少

は
や

む
を

得
な

い
が

、
特

色
あ

る
高

校
づ

く
り

を
目

指
し

て
地
域
と
の
連
携
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
ほ
し
い
。

5
4

特
別
な
ニ

ー
ズ

を
持

つ
生

徒
は

、
定

時
制

課
程

に
限

ら
ず

全
日

制
課

程
の

高
校
に
も
在

籍
し

て
い

る
状

況
に

あ
り

、
全

日
制

課
程

の
高

校
に

お
い

て
も

し
っ
か
り
と
ケ
ア
す
る
方
針
・
体
制
を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

基
本

方
針

の
「

第
４

魅
力

あ
る

高
等

学
校

づ
く

り
」

の
「

１
学

校
・

家
庭

・
地

域
等
と

の
連

携
の

推
進

」
に

示
し

た
よ

う
に

、
各

高
校

に
お

い
て

、
発

達
障

害
等

の
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

生
徒

を
受

け
入

れ
、

そ
れ

ぞ
れ

の
実

情
に

応
じ

た
支

援
に

取
り

組
む

た
め

、
特

別
支

援
学

校
と

連
携

し
、

障
害

等
に

関
す

る
教

員
研

修
や

人
事

交
流

等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

魅 力 あ る 高 等 学 校 づ く り

魅 力 づ く り 全 体 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 等 と の 連 携 の 推 進

基
本

方
針

の
「

第
４

魅
力

あ
る

高
等

学
校

づ
く

り
」

に
示

し
た

よ
う

に
、

学
校

・
学

科
や

学
校

規
模

・
配

置
の

方
向

性
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
生

徒
が

活
力

に
満

ち
た

学
校

生
活

を
送

り
、

夢
や

志
の

実
現

に
向

け
て

成
長

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
よ

り
魅

力
あ

る
高

校
づ

く
り

に
向

け
、

学
校

・
家

庭
・

地
域

等
と

の
連

携
を

推
進

す
る

と
と

も
に
、
教
育
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

基
本

方
針

の
「

第
４

魅
力

あ
る

高
等

学
校

づ
く

り
」

の
「

１
学

校
・

家
庭

・
地

域
等
と

の
連

携
の

推
進

」
に

示
し

た
よ

う
に

、
高

校
間

の
連

携
だ

け
で

な
く

、
小

学
校

・
中

学
校

、
特

別
支

援
学

校
、

大
学

、
家

庭
・

地
域

等
と

連
携

し
、

生
徒

が
活

力
に

満
ち

た
学

校
生

活
を

送
り

、
夢

や
志

の
実

現
に

向
け

て
成

長
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

よ
り
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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N
o
.

大 項 目

小 項 目
提
出
さ
れ
た
意
見

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

5
5

小
・
中
学

校
で

は
、

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

に
基

づ
い

た
環

境
整

備
が

進
め
ら
れ
る

予
定

で
あ

る
。

高
校

で
も

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
の

充
実

が
実

現
で

き
る

よ
う
な
環
境
整
備
を
望
む
。

5
6

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用

し
た

遠
隔

授
業

を
実

施
す

る
こ

と
で

経
費

的
に

削
減

す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

5
7

青
森
県
が

全
国

か
ら

の
生

徒
募

集
を

行
う

場
合

、
ど

の
よ

う
な

教
育

理
念

で
教
育
を
行

っ
て

い
く

の
か

を
し

っ
か

り
と

定
め

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

大
都
市
圏
か

ら
地

方
で

あ
る

青
森

県
に

ど
の

よ
う

に
生

徒
を

呼
び

込
む

の
か

と
い
う
観
点
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

5
8

全
国
か
ら

の
生

徒
募

集
の

導
入

に
よ

っ
て

学
校

の
魅

力
化

が
図

ら
れ

る
と

と
も
に
、
青

森
の

資
源

を
生

か
し

て
多

様
な

生
徒

が
集

ま
る

高
校

づ
く

り
が

進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

5
9

全
国
か
ら

の
生

徒
募

集
の

導
入

に
当

た
っ

て
は

、
生

徒
の

体
調

管
理

な
ど

に
重
要
と
な
る
住
環
境
の
充
実
と
い
う
視
点
を
踏
ま
え
て
も
ら
い
た
い
。

6
0

　
全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
は
良
い
制
度
だ
と
思
う
。

6
1

島
根

県
の

隠
岐

島
前

高
校

の
よ

う
に

全
国

か
ら

生
徒

を
集

め
る

た
め

に
は

、
地

域
と

連
携

し
た

特
色

あ
る

教
育

活
動

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
と

思
う
。
「
地
域

と
連

携
し

た
特

色
あ

る
学

校
で

全
国

か
ら

の
生

徒
募

集
を

導
入

す
る
」
と
い

っ
た

前
向

き
な

考
え

方
を

基
本

方
針

に
盛

り
込

ん
で

い
た

だ
き

た
い
。

6
2

全
国
か
ら

の
生

徒
募

集
に

つ
い

て
は

、
宿

舎
等

が
必

要
と

考
え

る
。

単
に

生
徒
数
を
増

や
す

こ
と

を
目

的
と

し
て

実
施

す
れ

ば
、

う
ま

く
い

か
な

い
と

考
え
る
。

6
3

全
国
か
ら

の
生

徒
募

集
に

つ
い

て
、

岩
手

県
に

お
い

て
潜

水
士

を
育

て
る

全
国
的
に
も

特
色

の
あ

る
学

科
で

実
施

し
て

お
り

、
寮

を
整

備
す

る
な

ど
手

厚
い
対
応
を

し
て

い
る

。
全

国
か

ら
の

生
徒

募
集

を
導

入
す

る
場

合
は

、
普

通
高
校
よ
り

も
職

業
高

校
が

良
い

と
考

え
る

。
例

え
ば

、
農

業
高

校
に

全
国

か
ら
の
生
徒

募
集

を
導

入
し

、
本

県
の

農
業

教
育

の
魅

力
を

発
信

で
き

れ
ば

良
い
の
で
は
な
い
か
。

6
4

全
国
か
ら

の
生

徒
募

集
を

考
え

る
の

で
あ

れ
ば

、
本

県
は

農
業

が
基

幹
産

業
で
あ
る
た

め
、

農
業

を
目

指
す

環
境

の
向

上
を

図
る

よ
う

努
め

て
い

た
だ

き
た
い
。

全
国

か
ら

の
生

徒
募

集
に

つ
い

て
は

、
地

区
懇

談
会

や
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン
ト

等
の

意
見

を
踏

ま
え

、
第

２
期

実
施
計
画
の
開
始
年
度
で
あ
る
令
和
５
年
度
以
降
の
導
入
を
目
指
し
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

検
討

に
当

た
っ

て
は

、
県

内
の

生
徒

の
入

試
環

境
に

影
響

が
あ

る
可

能
性

も
あ
る

こ
と

か
ら

、
導

入
方

法
や

対
象

校
な

ど
に

つ
い

て
は
、

今
後

も
地

区
意

見
交

換
会

な
ど

を
活

用
し

、
県

民
の

皆
様

の
御
意

見
を

伺
い

な
が

ら
進

め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全 国 か ら の 生 徒 募 集

魅 力 あ る 高 等 学 校 づ く り

Ｉ Ｃ Ｔ の 活 用

文
部

科
学

省
で

は
、

令
和

４
年

度
か

ら
学

年
進

行
で

始
ま

る
高

等
学

校
新

学
習
指

導
要

領
に

お
い

て
、

情
報

活
用

能
力

を
言

語
能

力
と

同
様

に
「

学
習

の
基

盤
と

な
る

資
質

・
能

力
」

と
位

置
付

け
、

各
学

校
に

お
い

て
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

や
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
な

ど
の

情
報

手
段

を
活

用
す

る
た

め
に

必
要

な
環

境
を

整
え

、
こ

れ
ら

を
適

切
に
活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
配
慮
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た

、
国

に
お

い
て

は
、

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

の
実

現
を

目
指

し
、

校
内
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

高
速

化
等

全
国

一
律

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

環
境

整
備

を
進

め
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

本
県

に
お

い
て

も
県

立
高

校
の

校
内

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
高

速
化

や
学

習
者

用
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

台
数

の
増

等
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用
し

た
学

習
環

境
の

整
備

を
進

め
て

い
ま
す
。
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N
o
.

大 項 目

小 項 目
提
出
さ
れ
た
意
見

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

6
5

　
全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

6
6

全
国
か
ら

の
生

徒
募

集
に

つ
い

て
、

特
色

あ
る

学
校

づ
く

り
と

し
て

面
白

い
ア

イ
デ

ィ
ア

だ
と

思
う

の
で

具
体

案
を

早
め

に
提

示
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

6
7

全
国
か
ら

の
生

徒
募

集
の

導
入

に
つ

い
て

、
国

際
化

や
Ｉ

タ
ー

ン
が

活
発

に
な
っ
て
い

る
こ

と
な

ど
、

国
や

地
域

の
境

界
が

曖
昧

に
な

り
つ

つ
あ

る
昨

今
、
時
代
の

流
れ

と
し

て
は

検
討

の
余

地
が

あ
る

も
の

と
考

え
る

が
、

地
域

校
の
入
学
者

数
の

確
保

等
、

小
規

模
校

の
存

続
の

手
段

で
は

な
く

、
あ

く
ま

で
も
県
立
高

校
に

入
学

す
る

生
徒

に
と

っ
て

プ
ラ

ス
に

な
る

よ
う

な
制

度
に

な
っ
て
ほ
し
い
。

6
8

全
国
か
ら

の
生

徒
募

集
に

つ
い

て
、

地
域

校
の

よ
う

な
郡

部
の

学
校

に
導

入
し
、
落
ち

着
い

て
学

習
で

き
る

環
境

を
ア

ピ
ー

ル
し

て
い

く
こ

と
が

考
え

ら
れ
る
。

6
9

全
国

か
ら

の
生

徒
募

集
の

導
入

に
よ

り
全

国
の

力
が

生
か

さ
れ

れ
ば

よ
い
。

7
0

全
国
か
ら

の
生

徒
募

集
に

つ
い

て
、

本
県

で
学

び
た

い
他

県
の

中
学

生
向

け
の
ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
を

県
教

育
委

員
会

で
作

成
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
、

県
外

に
住
む
中
学

生
を

持
つ

世
代

の
青

森
県

出
身

者
に

ど
の

よ
う

に
宣

伝
し

て
い

く
か
検
討
し
て
ほ
し
い
。

7
1

県
外
か
ら

生
徒

を
受

け
入

れ
る

場
合

の
様

々
な

支
援

策
も

必
要

と
思

う
の

で
、
市
町
村
の
意
見
を
重
視
す
べ
き
と
考
え
る
。

7
2

全
国
か
ら

の
生

徒
募

集
は

良
い

ア
イ

デ
ィ

ア
だ

と
思

う
。

他
県

に
は

、
鉄

道
や
漁
業
等

に
特

化
し

て
い

る
学

校
や

、
地

方
で

の
び

の
び

学
べ

る
学

校
等

が
あ
っ
た
よ

う
に

思
う

。
部

活
動

で
生

徒
が

集
ま

る
学

校
や

、
県

独
自

の
特

色
あ
る
学
校
で
あ
れ
ば
、
全
国
か
ら
生
徒
を
募
集
し
て
も
集
ま
る
と
思
う
。

7
3

学
科
や
コ

ー
ス

の
設

置
に

よ
る

具
体

的
な

特
色

化
が

進
め

ら
れ

る
こ

と
に

よ
り
、
県
内

外
の

生
徒

の
入

学
に

つ
な

が
る

と
思

う
の

で
検

討
し

て
い

た
だ

き
た
い
。

魅 力 あ る 高 等 学 校 づ く り

全 国 か ら の 生 徒 募 集
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N
o
.

大 項 目

小 項 目
提
出
さ
れ
た
意
見

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

7
4

令
和
３
年

度
の

第
２

期
実

施
計

画
（

案
）

に
関

す
る

地
区

懇
談

会
で

は
、

土
日
に
開
催

す
る

な
ど

保
護

者
や

地
域

の
方

々
に

広
く

参
加

し
て

も
ら

え
る

よ
う
な
方
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

7
5

地
区
懇
談

会
の

参
加

者
数

が
少

な
い

た
め

、
も

う
少

し
早

く
開

催
日

程
を

周
知
し
幅
広
く
意
見
を
伺
う
機
会
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

7
6

情 報 提 供

今
後
の
統

合
や

改
編

に
つ

い
て

、
地

域
と

の
連

携
等

を
踏

ま
え

、
早

め
に

周
知
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と
良
い
。

第
２

期
実

施
計

画
の

策
定

に
当

た
っ

て
は

、
地

区
意

見
交

換
会

で
あ

ら
か

じ
め
地

区
の

具
体

的
な

学
校

規
模

・
配

置
等

に
つ

い
て

御
意

見
を

伺
っ

た
上

で
実

施
計

画
案

を
作

成
・

公
表

し
、

パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト

の
実

施
、

地
区

懇
談

会
の

開
催

、
市

町
村

等
へ

の
意

見
照

会
等

を
通

し
て

、
幅

広
く

情
報

提
供

す
る

と
と

も
に

御
意

見
を

伺
い

な
が

ら
、
多
く
の
県
民
の
皆
様
の
御
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

7
7

９ 月 入 学

基
本
方
針

に
お

い
て

、
９

月
入

学
に

つ
い

て
研

究
・

検
討

す
る

旨
の

記
載

は
し
な
い
の

か
。

世
界

的
に

見
る

と
９

月
入

学
の

国
が

ほ
と

ん
ど

の
よ

う
で

あ
り
、
国
が

導
入

し
な

い
か

ら
と

言
っ

て
、

県
教

育
委

員
会

が
検

討
を

全
く

し
な
い
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
の
思
い
は
あ
る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

り
学

校
の

休
校

が
長

期
化

し
た

こ
と

を
受
け

、
国

に
お

い
て

９
月

入
学

の
導

入
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

た
と

こ
ろ

で
す

が
、

様
々

な
課

題
が

あ
る

こ
と

か
ら

早
期

導
入

に
つ

い
て

は
見

送
り

と
な

り
国
に
お
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

高
校

へ
の

入
学

時
期

に
つ

い
て

は
、

卒
業

後
の

進
学

や
就

職
の

時
期

に
も

影
響
す

る
た

め
、

基
本

的
に

全
国

一
律

の
対
応
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
の
対
応
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

7
8

施 設 の 利 活 用

高
校
再
編

だ
け

で
な

く
、

廃
校

と
な

っ
た

高
校

の
そ

の
後

に
つ

い
て

も
同

時
に
考
え
て
ほ
し
い
。

県
立

高
校

の
閉

校
後

の
校

舎
等

の
利

活
用

に
つ

い
て

は
、

「
青

森
県

公
共

建
築
物

利
活

用
方

針
」

に
基

づ
き

、
ま

ず
、

県
全

体
で

検
討

を
行

う
こ

と
と

し
、

県
が

利
活

用
し

な
い

場
合

に
は

、
当

該
高

校
が

所
在

す
る

市
町

村
に

対
し

、
利

活
用

が
可

能
か

ど
う

か
照

会
す

る
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

市
町

村
に

お
い
て

も
利

活
用

が
見

込
ま

れ
な

い
場

合
に
は
、
民
間
企
業
等
へ
の
売
却
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お

、
利

活
用

の
検

討
時

期
に

つ
い

て
は

、
募

集
停

止
と

な
る

高
校

に
在

籍
す

る
生

徒
の

教
育

活
動

を
充

実
さ

せ
、

安
心

し
て

卒
業

で
き

る
よ

う
に

支
援

し
て

い
く

こ
と

を
第

一
に

考
え

、
こ

れ
ま

で
募

集
停

止
と

な
っ

た
年

度
以

降
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

7
9

部 活 動

高
校
を
選

ぶ
の

に
部

活
動

も
ポ

イ
ン

ト
と

な
る

た
め

、
学

校
ご

と
の

特
色

あ
る
部
活
動
の
推
進
を
お
願
い
し
た
い
。

部
活

動
の

設
置

に
つ

い
て

は
、

生
徒

の
ニ

ー
ズ

等
を

踏
ま

え
な

が
ら

各
校

に
お
い

て
対

応
し

て
い

る
も

の
で

す
。

な
お

、
多

様
な

部
活

動
の

選
択

肢
を

確
保

す
る

た
め

に
も

、
一

定
の

学
校

規
模

を
維

持
す

る
こ

と
が

必
要

と
考

え
て

お
り
ま
す
。

8
0

五 戸 高 校

五
戸
町
内

の
生

徒
が

歩
い

て
通

え
る

範
囲

に
あ

る
五

戸
高

校
の

復
活

に
つ

い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

県
教

育
委

員
会

で
は

、
こ

れ
ま

で
、

中
学

校
卒

業
予

定
者

数
の

減
少

に
対

応
し
、

高
校

教
育

を
受

け
る

機
会

を
確

保
す

る
と

と
も

に
充

実
し

た
教

育
環

境
を

整
備

す
る

た
め

、
第

１
期

実
施

計
画

に
よ

り
、

学
級

減
や

統
合

等
に

取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

五
戸

高
校

に
つ

い
て

は
、

三
八

地
区

全
体

で
５

学
級

の
減

が
見

込
ま

れ
る

中
、
学

級
減

の
み

で
対

応
し

た
場

合
、

各
高

校
の

小
規

模
化

が
進

む
こ

と
や

、
三

戸
郡

の
中

学
生

等
に

対
す

る
充

実
し

た
教

育
環

境
の

質
の

維
持

が
難

し
く

な
る

こ
と

か
ら

、
第

１
期

実
施

計
画

（
案

）
で

は
、

八
戸

西
高

校
と

統
合

す
る

こ
と

と
し

た
も

の
で

す
。

し
か

し
、

五
戸

町
か

ら
、

五
戸

高
校

存
続

の
た

め
設

置
主

体
を

含
め

、
あ

ら
ゆ

る
検

討
を

行
う

た
め

の
時

間
を

求
め

る
要

望
が

あ
っ

た
こ

と
を

重
く

受
け

止
め

、
第

１
期

実
施

計
画

（
案

）
を

修
正

し
、

五
戸

高
校

に
つ

い
て

は
、

県
立

高
校

と
し

て
令

和
２

年
度

に
募

集
停

止
す

る
予

定
と

し
、

同
校

の
設

置
主

体
の

変
更

等
に

つ
い

て
は

、
そ

の
状

況
に

応
じ

て
適

切
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の

後
、

平
成

３
０

年
３

月
に

五
戸

町
に

お
い

て
、

町
立

化
等

を
含

め
た

五
戸
高

校
の

設
置

主
体

変
更

に
つ

い
て

断
念
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
２
年
度
に
募
集
停
止
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

実 施 計 画 策 定 に 向 け た 取 組

県 民 へ の 説 明 の 機 会

そ の 他

　
今
般
の
地
区
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、
６
地
区
中
４
地
区
に
お
い
て
土
曜
日
・
日
曜
日
に
開
催
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

ま
た

、
開

催
に

当
た

り
、

全
て

の
市

町
村

、
市

町
村

教
育

委
員

会
、

小
・

中
・

高
校

・
特

別
支

援
学

校
等

に
対

し
、

開
催

案
内

を
送

付
す

る
と

と
も

に
、

青
森

県
高

等
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
合

会
や

青
森

県
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
合

会
に

周
知

を
依

頼
し

ま
し

た
。

さ
ら

に
新

聞
広

告
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
F
a
c
e
b
o
o
k
を

利
用

し
た

広
報

活
動

や
報

道
機

関
に

対
す

る
報

道
依
頼
な
ど
様
々
な
広
報
媒
体
の
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
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青森県立高等学校教育改革推進計画に関する地区意見交換会について 

 

 

  １ 目的 

第２期実施計画策定に当たり、あらかじめ地域の学校教育関係者等から意見を聴

取するため、県内６地区ごとに設置する。 

 

２ 組織 

   [委員] 

     学校教育関係者（市町村教育委員会教育長、小中学校長、元県立高等学校長

及び私立高等学校長）、ＰＴＡ関係者、産業界関係者等 各地区２２名以内 

   [オブザーバー] 

         地区内の全ての県立高等学校長及び関係特別支援学校長 

 

３ 開催時期等 

令和２年９月から令和３年２月までに各地区で３回程度開催予定 

 第１回  令和２年 ９月 

 第２回  令和２年１２月 

 第３回  令和３年 ２月 

 

４ 各地区の中学校卒業者数及び県立高等学校の募集学級数の見込み 

 東青 西北 中南 上北 下北 三八 県計 

中
学
校
卒
業
者
数 

R4 2,492人 985人 2,112人 1,583人 578人 2,418人 10,168人 

R9 

(対 R4) 

2,216人 

(△276) 

824人 

(△161) 

1,935人 

(△177) 

1,486人 

(△97) 

464人 

(△114) 

2,262人 

(△156) 

9,187人 

(△981) 

R14 

(対 R4) 

1,942人 
(△550) 

752人 
(△233) 

1,727人 
(△385) 

1,413人 
(△170) 

405人 
(△173) 

2,020人 
(△398) 

8,259人 
(△1,909) 

募
集
学
級
数 

R4 46cl 19～ 20cl 39cl 33～ 34cl 13～ 14cl 39cl 189～ 192cl 

R9 

(対 R4) 
42cl 

(△4) 

16～ 17cl 

(△3) 

36cl 

(△3) 

30～ 31cl 

(△3) 

10～ 11cl 

(△3) 

36cl 

(△3) 

170～ 173cl 

(△19) 

R14 

(対 R4) 
37cl 
(△9) 

14～ 15cl 
(△5) 

33cl 
(△6) 

2 8～ 2 9 c l 
(△5) 

9 ～ 1 0 c l 
(△4) 

32cl 
(△7) 

153～ 156cl 
(△36) 

※ 中学校卒業者数は、令和２年５月１日現在の児童生徒数を基に高等学校教育改革推進室にお
いて各年３月の生徒数を推計したものであり、変動が生じる可能性がある。 

※ 募集学級数は、各年度の全日制課程における見込み。 
※ 令和４年度の募集学級数は、地域校の配置に関して基本方針に基づき入学状況等により対応

することから、幅を設けて示している。 
※ 令和１４年度の中学校卒業者数等については、地区意見交換会において第２期実施計画の学

校規模・配置を検討するための参考として示している。 

参 考 資 料 
議案第１号関係 

－16－



 

 

 

 

 

県重宝（絵画）の指定について 

 

１ 文化財の種別   県重宝（絵画） 

２ 名称及び員数   紙本
し ほ ん

著 色
ちゃくしょく

弘前
ひろさき

八幡宮
はちまんぐう

祭礼図巻
さいれいずかん

 ５巻 

３ 所 在 地   弘前市大字下白銀町２番地１ 弘前市立弘前図書館 

４ 所 有 者   弘前市 弘前市大字上白銀町１番地１ 

５ 構造及び形式   紙本
し ほ ん

著色
ちゃくしょく

巻子装
か ん す そ う

（共箱あり） 

６ 法 量   巻一 紙高 28.5cm、全長 2,317.2cm 

巻二 紙高 28.5cm、全長 2,101.1cm 

巻三 紙高 28.5cm、全長 2,552.6cm 

          巻四 紙高 28.5cm、全長 2,470.0cm 

巻五 紙高 28.5cm、全長 2,834.3cm 

７ 由緒及び沿革 

   弘前八幡宮の祭礼の様子が描かれた全5巻からなる絵巻物
え ま き も の

で、藩のお抱え絵師今村

家四代養
よう

淳
じゅん

（今村養淳惟慶
いまむらようじゅんこれよし

）によって描かれたと伝えられている。ただし伝承であっ

て、本図巻や箱に款記
か ん き

や極めが残っているわけではない。 

    ※ 弘前八幡宮祭礼 

      弘前八幡宮祭礼は天和 2 年（1682）、四代藩主津
つ

軽信
がるのぶ

政
まさ

の時、8 月 15 日の八

幡宮祭礼に、はじめて神輿の渡御
と ぎ ょ

が行われ、享保7年（1722）頃からは、飢饉

の年を除いてほぼ隔年ごとに行われた。祭礼の行列は、各町内から出された

町印
まちじるし

や山車、武具を備えた藩士の行列、神輿の渡御からなり、城下最大の祭り

であった。 

    ※ 今村養淳惟慶 

今村養淳惟慶は、生没年不明で文政6年（1823）に隠居と伝わる。今村家四

代目で、三代今村栄里典慶
え い り み ち よ し

の二男であり、栄里とその嫡男が相次いで病死した

ため四代目を継ぐ。また、狩野
か の う

養
よう

川院
せんいん

惟
これ

信
のぶ

の門人である。 

参 考 資 料 
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８ 絵画の特徴 

絵画の特徴として、巻一から巻四まではそれぞれ二、三町の山車行列を描き、巻五は

神輿
み こ し

渡御
と ぎ ょ

の情景を描く。背景はすべて無地で観衆も表さない。人物と山車は通常の行列

図巻などよりかなり大きめの余白をとって描いている。曳き手の衣装や傘、足ごしらえ

に至るまで詳しく表し、町ごとの衣装の相違にも配慮している。 

また、輪郭線は濃淡ある墨線で、それを生かすように彩色を施し、肉身の立体感や衣

装の質感などを巧みに表す。比較的短くアクセントの効いた調子の線描に絵師の個性が

見られ、全巻を通じてほぼ緊張感を保っている。 

９ 文化財の現況 

本図巻は弘前市立図書館内に保管されている。各巻の本紙は画仙紙
が せ ん し

様の薄い紙で、同

じ紙に裏打ちしている。簡素な表紙で紐は巻一のみ当初のもので、他巻は後に補われた

ものである。料紙
りょうし

に大きな損傷はなく、錯簡
さっかん

もほぼ見られない。当初の白木の乗せ蓋箱

に収められている。蓋表に「弘前八幡宮祭禮圖
さ い れ い ず

五巻」の墨書と「三番」の貼紙、後代の

「一方式 八幡宮祭礼圖巻・・」の貼紙がある。市立図書館分類ラベルもある。当初も

う一枚の貼紙があったが欠落している。 

10 指定事由 

絵画自体は完成度が高く、江戸時代後半の祭礼図巻として評価でき、県内に残る祭礼

行事図巻としては最良、最長のもので、しっかりした描写と精密な情報から、絵画史、

民俗学、近世史各方面から貴重な作例と言える。 

祭礼の行列の編成を伝える資料には、「要記秘
よ う き ひ

鑑
かん

」に寛政8年（1796）の例が詳細に記

されているが、文字だけでは分かりにくい町印や山車の形状、行列の人物や衣装、持ち

物が詳細に描かれ、祭礼全体の様子を伺える点でも貴重である。 
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巻一

巻二

巻三

巻四 巻五
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県無形民俗文化財の指定について 
 

１ 文化財の種別   県無形民俗文化財 

２ 名称       関の念仏舟 

３ 所在地      西津軽郡深浦町大字関 

４ 保護団体の名称及び住所 

関自治会（会長 小島幸治）   西津軽郡深浦町大字関字栃沢５８７番地１ 

関浄念長寿会（会長 堀内常雄） 西津軽郡深浦町大字関字豊田１７９番地 

５ 由緒及び沿革 

記録等がないため行事が行われた時期は不明であるが、昭和１２年発行の『東北の

民俗』に以下のように記されている。 

また、『深浦町史 下巻』（深浦町 昭和６０年３月）念仏船の項に、 

とあることなどから、この頃から行われていたと考えられる。 

６ 文化財の現況 
（１）時期等 

現在は８月２０日に行われる。北金ヶ沢地区でも念仏舟を行っていた時には、住

職が関与することから両地区一緒にできないという事情により、北金ヶ沢が２０日

参 考 資 料 
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で関が２１日であった。関自治会が関浄念長寿会にこの行事の一切の運営を依頼し

ている。 

（２）現況 

２０日当日、関浄念長寿会の会員が集会所に集まり、前の年の念仏舟の行事が終

わってから亡くなった人の人形や、住職の人形を半紙で作る。これを割箸に挟み、

それぞれに氏名を書く。亡くなった人の人形は亡くなってから３年間作る。 

夕方、人形を西方山
さいほうざん

浄安寺に持って行き、本堂に安置しておいた念仏舟に人形を

立てる。この外、舳先
へ さ き

に花を積み、両舷
りょうげん

にロウソクを立てる。１６時３０分から、

住職によるお勤めがあり、皆が焼香する。 

その後、念仏舟を外に出し、リヤカーに乗せる。太鼓と鉦の囃子でムラ境の北金

ヶ沢駅まで行列を組んで行き、折り返して反対側のムラ境まで行き、また折り返し

て船揚げ場に到着する。この間、各家から灯篭やお菓子などの供物が供えられる。 

船揚げ場で漁船に念仏舟と灯篭を積み込み住民に見送られて沖に出る。頃合いを

見て船を止め、住職が経を唱え散華
さ ん げ

を撒く。乗り組んでいた町内会の人たちが念仏

舟と灯篭を流す。終わると、関浄念長寿会と関自治会の人たちが、集会所に集まり

飲食する。 

７ 指定事由 

本行事は、新仏供養のための２０日盆行事として行われる。似たような行事に、岩

手県盛岡市や遠野市等で８月１６日に行われる舟っこ流しがあるが、これは送り盆の

先祖供養であり、関のような新仏を送る事例は、長崎県長崎市の精霊流
しょうろうなが

しや愛媛県

西予
せ い よ

市
し

三瓶町
みかめちょう

のオショロ舟等がある。また、深浦町から秋田県にかけて舟を海や川に

流す行事が６月から７月にかけて行われているが、その多くは、鹿
か

島
しま

流しや鹿島祭り

と呼ばれており、疫病等を流すものと考えられている。このように、東日本以北には、

現在行われている事例が少なく、貴重な行事である。 

また、現在青森県内では関だけに残されており消滅の危機にあることから指定し保

存を図る必要があると考えるものである。 
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念仏舟（全体）             人形を舟に立てる 
 

  

行列（全体）              行列お囃子（太鼓１張、鉦１個） 

 

  

念仏舟を沖に流す            住職が経を唱え散華を撒く 
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